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 要 旨 

 高齢者医療を中心とした患者負担等の見直しを中止するよう、国会及び政府 

に対し、意見書を提出してください。 

  

 （理 由） 

政府・与党医療改革協議会は、昨年１２月１日に医療制度改革大綱を決定し

ました。その内容は、本年１０月から７０歳以上で一定以上の所得者（夫婦で

年収５２０万円以上）の患者負担を現行の２割から３割に引き上げ、２００８

年４月からは、７０歳から７４歳の一般所得者の患者負担を１割から２割に引

き上げるものです。また、新たな高齢者医療制度を創設し、７５歳以上を加入

対象者として、月額約６,０００円の保険料を年金から天引きし、がん患者や人

工透析患者も含めて、負担限度額を引き上げるなど、国民に負担を押し付ける

もので、とりわけ、高齢者負担増に重点が置かれたものになっています。 

医療制度改革大綱では、「国民の安心の基盤である皆保険制度を維持し、将来

にわたり持続可能なものとするため」の制度構築を目指し、「国民が負担可能な

範囲とする」医療費抑制の仕組みを導入するとしています。 

しかし、医療費自己負担は、国民が負担できる範囲を既に大きく超えている

というのが多くの国民の実感です。さらに、日本の医療費は対ＧＤＰ比でみて

も国際的に低い水準にあり、わが国の経済力に比して決して過大なものではあ

りません。 

都民の命と健康を守る保険医として、度重なる患者負担の大幅な引き上げに

よって受診が抑制され、都民の命と健康の維持に多大な悪影響をもたらすので

はないかと危惧しています。そのため、患者負担増を撤回し、負担軽減するこ

とが必要と考えます。 

以上の趣旨をご理解の上、上記事項の実現をお願いいたします。 

以 上 

 


